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J 駄 文 審 査 庸 束 の 要 旨
Propo丘)lは静脈麻酔薬として広く拓床使用されているが､左皇メカノエナジェティタス
に及ぼす影-Vは明確でか ｡本研究ではイヌ締出交叉濯熟む標本の冠動脈内に Propo血l
を注入し､皇室収縮期東庄容横関係の勾配 (EznaⅩ)の変化と､それに伴うV02の変化
を収縮期圧容gl両横･(PⅦ)･VO2関係を用いて検証した｡Propofo1注入安定後に左皇容
量を負荷して苫maXIPVA･VO2関係を判定し､左重容量を固定してPropofo1を注入負荷
して各洩度における PVA･VO2関係を測定し､CBを用いて同掛 こ測定したところ､
IPropofol繊度上昇に伴いEmELXは容量依存的に低下した｡PropofolはPVAの酸素コスト
には影響せずにEJnBXの酸素コストに与える影響はCaと同等であり､Prcpofolはメカノ
エナジェティクスの上ではCaブロッカーかβブロッカーと同等である事を示した価値あ
る業離であると休める.
よ▲って､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
